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京
都
産
業
大
学
に
勤
め
て
三
十
一
年
、

そ
の
間
に
よ
く
訪
れ
た
の
は
、
御
所
と
御

苑
の
辺
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
五
月
の
葵

祭
と
十
月
の
時
代
祭
に
は
、
毎
年
行
列
の

雑
役
（
白
丁
）
と
し
て
奉
仕
す
る
学
生
た

ち
を
応
援
す
る
た
め
に
出
か
け
、
い
ろ
い

ろ
な
人
々
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

明
治
の
即
位
式
と
大
嘗
祭

こ
の
京
都
御
所
と
そ
の
周
辺
は
、
ご
承

知
の
と
お
り
長
ら
く
天
皇
を
は
じ
め
皇
族

や
有
力
な
公
家
た
ち
の
居
所
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
百
五
十
年
前
の
慶
応
四
年
＝

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
八
月
、
前
年
に

践せ
ん
そ祚

さ
れ
た
若
き
天
皇
（
数
え
十
七
歳
）

の
即
位
式
は
、
紫
宸
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
、

英
照
皇
太
后
（
九
条
夙あ

さ
こ子

）
も
大
宮
御
所

に
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
翌
二
年
三
月
、
天
皇
が
東
幸

さ
れ
て
旧
江
戸
城
を
皇
居
と
さ
れ
た
。
そ

れ
に
伴
っ
て
、
大
嘗
祭
も
初
め
て
東
京
で

営
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
甲
斐
（
山
梨
）

が
悠ゆ

き紀
国の

く
に、

安
房
（
千
葉
）
が
主す

き
の基

国く
に

と

定
め
ら
れ
、
同
四
年
（
一
八
七
一
）
十
一

月
、
皇
居
の
吹
上
広
芝
に
建
て
ら
れ
た
大
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平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
は
、
明
治
改
元
か
ら
満
百
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
。
京
都
は
幕
末

か
ら
維
新
へ
の
歴
史
的
な
転
換
点
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
明
治
天
皇
は
京
都
か
ら
江
戸
へ
と
居
を
移
さ
れ
、
以

後
東
京
が
都
と
な
っ
た
。
宮
廷
政
治
文
化
史
を
専
門
に
研
究
さ
れ
て
い
る
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る

所
功
氏
に
、
明
治
期
以
降
に
お
け
る
京
都
御
所
や
京
都
御
苑
で
織
り
な
さ
れ
た
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
く
。

御
大
礼
に
耀
い
た
京
都
御
所
と
御
苑

  

─「
儀
典
都
市
」と
し
て
の
京
都
─

  

　
所
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皇
帝
が
、
旧
都
モ
ス
ク
ワ
の
ク
レ
ム
リ
ン

宮
殿
で
戴
冠
式
を
行
う
例
に
倣
い
、
将
来

我
が
国
の
即
位
礼
・
大
嘗
祭
（
あ
わ
せ
て

大
礼
）
を
京
都
で
行
う
よ
う
に
と
の
叡
慮

を
示
さ
れ
、
同
十
六
年
四
月
に
は
、
京
都

を
即
位
礼
・
大
嘗
祭
の
地
と
定
め
、
宮
内

省
に
京
都
御
所
保
存
を
所
管
せ
し
め
る
勅

を
出
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
そ
れ
が
同
二
十
二
年
二
月
、

「
皇
室
典
範
」
に
明
文
化
さ
れ
、
同
四
十

二
年
二
月
、「
登
極
令
」
に
施
行
細
則
が

定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

大
正
天
皇
と
昭
和
天
皇
の
御
大
礼
は
、
盛

大
な
即
位
礼
が
紫
宸
殿
と
南
庭
に
お
い

て
、
ま
た
厳
粛
な
大
嘗
祭
が
仙
洞
御
所
跡

に
お
い
て
、
さ
ら
に
華
麗
な
大
饗
が
、
大

正
は
二
条
城
内
、
昭
和

は
御
苑
内
に
饗
宴
場
を

設
け
て
執
り
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

「
儀
典
都
市
」
京
都
の

存
在
意
義

そ
れ
に
よ
っ
て
、
京

都
は
天
皇
の
ミ
ヤ
（
皇

宮
）
が
あ
る
コ
（
所
）、

つ
ま
り
本
来
の
ミ
ヤ
コ

と
し
て
甦
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
京
都
御
所
は

今
な
お
「
京
都
皇
宮
」

と
称
さ
れ
、「
皇
宮
警

察
本
部
京
都
護
衛
署
」

も
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
こ
の
京
都

は
大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
と
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）
の
御
大
礼
前

嘗
宮
で
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
官
庁
も

商
工
業
者
な
ど
の
多
く
も
次
々
東
京
へ
移

る
に
つ
れ
て
、
京
都
は
急
速
に
衰
退
し
始

め
た
。
そ
れ
を
挽
回
す
る
た
め
に
「
京
都

博
覧
会
社
」
が
創
立
さ
れ
、
同
五
年
に
は

本
願
寺
・
建
仁
寺
・
知
恩
院
を
会
場
に
し

て
、
翌
六
年
に
は
御
所
と
仙
洞
御
所
で
、

翌
七
年
に
は
大
宮
御
所
ま
で
借
用
し
て

様
々
の
博
覧
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

大
正
と
昭
和
の
御
大
礼

し
か
し
、
寂
れ
ゆ
く
流
れ
は
容
易
に
止

ま
ら
な
い
。
そ
の
実
情
を
京
都
へ
行
幸
の

際
ご
覧
に
な
っ
た
天
皇
は
、
明
治
十
一
年

十
月
、
京
都
御
所
の
保
存
方
法
と
し
て
、

ロ
シ
ア
で
新
都
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
い
る

自
然
観
察
の
す
す
め

赤
や
黄
色
の
冬
の
彩
り

　
冬
期
の
野
鳥
観
察
は
地
上
に
注
目
! !

�

西
台
律
子

後
に
、
御
所
も
御
苑
も
市
街
も
著
し
く
整

備
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
段
と
耀
き
を
増
し

た
京
都
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
大
人
も
子

供
も
た
く
さ
ん
訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
名
声
が
世
界
各
国
ま
で
知
れ
渡
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
京
都
は
単
な
る
観
光
都
市

で
は
な
く
、
平
安
以
来
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
、
近
代
に
も
大
正
・
昭
和
の
二
度
御

大
礼
の
実
施
さ
れ
た
「
儀
典
都
市
」（
梅

棹
忠
夫
氏
）
と
し
て
、
御
所
と
御
苑
の
存

在
意
義
を
再
認
識
し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

〈
付
記
〉

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
一
月
十
四
日
ま
で
明
治
神
宮
文

化
館
に
お
い
て
、
明
治
の
即
位
式
と
大
嘗

祭
を
中
心
に
し
た
特
別
展
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
平
成
三
十
年
九
月
に
京
都
市
美

術
館
別
館
と
細
見
美
術
館
に
お
い
て
、
大

正
と
昭
和
の
御
大
礼
を
中
心
に
し
た
特
別

展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）

で
冬
期
の
み
見
ら
れ
る
の
で
「
み
や

ま
」
と
つ
い
た
よ
う
で
す
。
春
が

近
づ
く
と
、「
チ
ィ
チ
ュ
リ
チ
チ
チ　

チ
ー
チ
ュ
ル
ル
ル
」
な
ど
と
早
口
で

さ
え
ず
り
ま
す
。

オ
ス
の
頭
頂
と
顔
、
胸
は
黒
く
、

眉
と
喉
が
黄
色
い
の
で
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
よ
く
目
立

ち
ま
す
。
メ
ス
は
眉
斑
も
喉
も
淡
い

色
で
す
。
と
き
ど
き
カ
シ
ラ
ダ
カ
と

共
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
「
チ
ッ
」
と
鳴
く
の
で
紛

ら
わ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
カ
シ

ラ
ダ
カ
の
オ
ス
の
眉
と
喉
が
黄
色
く

な
い
こ
と
や
腰
が
栗
色
な
の
が
相
違

点
で
す
。
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
の
腰
は

京
都
迎
賓
館
に
は
人
の
出
入
り
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
す

る
か
の
よ
う
に
迎
賓
館
周
辺
で
は
色

さ
ま
ざ
ま
な
野
鳥
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。

迎
賓
館
周
辺
の
林
の
草
地
で
は
ミ

ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
（
写
真
①
）
が
群
れ

て
い
ま
す
。
人
や
犬
が
近
づ
く
と
樹

上
に
飛
び
上
が
り
ま
す
。
草
木
の
種

子
や
ア
ブ
や
ガ
の
幼
虫
な
ど
を
つ
い

ば
ん
で
い
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
南
東
部
や
中
国
北
部
で

繁
殖
し
、
冬
鳥
と
し
て
飛
来
し
て
き

ま
す
。
ホ
オ
ジ
ロ
の
よ
う
に
通
年
農

耕
地
や
草
原
な
ど
で
見
か
け
る
の
で

は
な
く
、
林
や
山
地
の
開
け
た
場
所

写真①　ミヤマホオジロのオス

英照皇太后が幼少時ご覧になっていた黒木の梅（植継ぎ）
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「明治天皇御即位式図」紫宸殿上に御帳台、南庭に大地球儀・幣旗など
　＜近代の御大礼と宮廷文化＞展覧会図録より
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御苑の外郭を囲んでいる九つの門の中
で、ひとつだけ奇妙な名前の門がある
のをご存知でしょうか。それは「蛤御
門」で、正式の名称は「新在家御門」
というそうです。天明の大火の際、滅
多に開くことのないこの門がその時の
火で開いたということで、固く閉じて
いる蛤が火にあぶられて開くことに喩
えられ「蛤御門」と呼ばれました。そ
の後、元治元年に勃発した「禁門の変」
では、この門の周辺が会津藩と長州藩
との激戦地となったことから「蛤御門
の変」という俗称も生じています。大
河ドラマ「八重の桜」で、西島秀俊演
じる山本覚馬（新島八重の兄）が活躍
したことが思い出されます。戦の折に
門に命中した弾痕らしきものを、今で
も確認することができます。ただし当
時と場所が異なっています。明治に
なって行われた御苑整備事業の際、蛤
御門は現在の位置まで西へ 30 メート
ルほど動かされ、建っている方向も、
南向きから西向きに変わっているの
で、そのことも忘れてはなりません。

台
と
な
っ
た
京
都
御
所
も
、
都
草
は
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。　

毎
週
日
曜
日
の
散
策
ツ
ア
ー
の
中
で
感

じ
ま
す
こ
と
は
、
京
都
に
お
住
い
の
方
で
も
、

御
所
・
御
苑
の
変
遷
や
来
歴
等
を
意
外
に

ご
存
知
な
い
の
で
は
？
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
現
在
の
御
所
は
桓
武
天
皇
建

都
の
平
安
京
内
裏
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
東
に
位
置
し
、
そ
の
築
地
塀
の
穴
門
に

唯
一「
道
喜
門
」と
人
名
を
冠
す
る
門
が
あ

る
こ
と
、ま
た
十
八
世
紀
に
は
、二
百
軒
余

り
の
宮
家
や
公
家
、
門
跡
寺
院
の
里
坊
が

公
家
町
の
景
観
を
呈
し
、
禁
裏
御
所
を
取

り
巻
く
そ
れ
は
最
高
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
今
も
こ
の
苑
内
に
神
社

が
三
社
存
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
興
味

深
い
話
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お
陰
様
で
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
、
メ

ン
バ
ー
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
な
が
ら
勉
強

京
都
御
苑
は
「
自
然
の
宝
庫
」
で
あ
る

と
共
に
、「
歴
史
の
宝
庫
」
で
も
あ
り
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
草
が
、
京
都
御
苑
歴

史
散
策
ツ
ア
ー
を
始
め
て
か
ら
早
く
も
丸

四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

来
年
（
平
成
三
十
年
）
は
、
明
治
百
五

十
年
に
当
た
り
ま
す
。
日
本
の
歴
史
が
大

き
く
動
い
た
明
治
維
新
、
ま
さ
に
そ
の
舞

地
上
を
数
歩
歩
い
て
は
立
ち
止
ま
る

と
こ
ろ
は
よ
く
似
て
い
ま
す
。
ツ
グ

ミ
も
含
め
て
、
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
の
で
時
間
も
忘
れ
て
見
と
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

ア
カ
ハ
ラ
の
オ
ス
の
頭
部
は
メ
ス

よ
り
暗
い
色
で
暗
褐
色
で
す
。
オ
オ

ア
カ
ハ
ラ
が
飛
来
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ア
カ
ハ
ラ
よ
り
体
も
大
き

く
、
く
ち
ば
し
も
太
く
て
長
い
の
が

特
徴
で
す
。
頭
部
も
一
層
濃
い
色
を

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ア
カ

ハ
ラ
の
メ
ス
（
写
真
②
）
に
は
淡
い

眉
斑
が
あ
り
、
喉
が
白
い
個
体
が
多

い
よ
う
で
す
。

昆
虫
だ
け
で
は
な
く
、
柿
や
ピ
ラ

カ
ン
サ
、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
な
ど
の
実

も
つ
い
ば
み
ま
す
。
春
が
近
づ
く

と
、「
キ
ョ
ロ
ン
、
キ
ョ
ロ
ン
、
チ

リ
リ
」
と
独
特
の
さ
え
ず
り
が
キ
ヅ

タ
な
ど
の
上
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
と
て
も
か
ろ
や
か
な
気
分
に

な
り
、
真
似
を
し
た
く
な
り
ま
す
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

灰
色
で
す
。
ど
ち
ら
も
頭
頂
を
立
て

て
い
ま
す
。

ア
カ
ハ
ラ
（
写
真
②
）
も
、
草
地

に
降
り
て
、
昆
虫
の
幼
虫
や
ミ
ミ

ズ
な
ど
を
つ
い
ば
ん
で
い
ま
す
。

「
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ
」
と
か
「
ツ
リ
ー
」

と
い
う
声
が
し
た
ら
草
地
や
樹
上
で

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ア
カ
ハ
ラ
は

中
部
地
方
よ
り
北
で
繁
殖
し
、
冬
期

は
暖
地
に
移
動
し
て
く
る
鳥
で
す
。

室
町
時
代
か
ら
、
ア
カ
ハ
ラ
や
シ

ロ
ハ
ラ
の
こ
と
を
「
し
な
い
ど
り
」

と
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
脇
腹
の
赤
い

ア
カ
ハ
ラ
は
「
あ
か
は
ら
じ
な
い
」

と
よ
ば
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
「
あ
か

は
ら
」
と
な
り
ま
し
た
。
ア
カ
ハ
ラ

や
シ
ロ
ハ
ラ
（
写
真
③
）、
マ
ミ
チ
ャ

ジ
ナ
イ
は
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
ま

と
め
て
「
ち
ゃ
じ
な
い
」
と
い
わ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

シ
ロ
ハ
ラ
は
、
ア
カ
ハ
ラ
の
よ
う

に
胸
か
ら
脇
ま
で
橙
褐
色
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
カ
ハ
ラ
は
中
央
か
ら
下

尾
筒
（
尾
の
基
部
の
下
面
）
ま
で
白

い
の
で
す
が
、
シ
ロ
ハ
ラ
は
名
前
の

わ
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写真②　アカハラのメス

写真③　シロハラのオス
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） 京都御苑での歴史散策ツアーガイド活動（中山邸跡前にて）

京都御苑から望む雪の大文字



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

会員募集（2018年度）のお知らせ
2018年度（2018年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京 都 御 苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

2018年は明治維新から150年の節目の
年。京都御所や御苑を含む京都はその
主な歴史上の舞台となり、大きな変
革を迎える。温故知新、今後1年御苑
ニュースでも明治150年を振り返って
みたいと思う。 （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然が学べます。（無料）
開館時間： 9：00〜16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス：�間ノ町口すぐ（御苑南西角　地下鉄

丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。2017年より通年
公開をスタート!
公 開 日：�毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭　9：30

〜15：30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：�茶会、句会、謡曲等の会合にご利用

できます。利用料12,000円〜

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのおみやげものを揃えてお待ちし
ております。
営業時間： 9：00〜16：30
中立売南休憩所（御苑西側中立売御門南すぐ）
軽食・喫茶、売店（京みやげ）

中立売南休憩所＋PLUS
11月17日に中立売南休憩所に隣接して新規オー
プン!　食堂、売店（京みやげ）

―中立売地区再整備工事のお知らせ―
中立売北休憩所は10月23日を持ちまして建替え
工事のため閉店いたしました。57年間のご愛顧
誠にありがとうございました。なお、新休憩所
の竣工は2018年12月頃の予定です。今後1年余
りの間、御苑利用者の皆様方には大変ご不便を
おかけいたしますが、ご理解ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）軽食・喫茶、菓子等の販売。

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場　7：40〜19：30　出場　24時間

―中立売御門西駐車場出入口変更のお知らせ―
中立売地区再整備工事に伴い、駐車場出入口を中
立売御門から蛤御門に変更いたします（2019年1
月初旬頃までの予定）。蛤御門への進入は、烏丸
通を南下して左折のみの進入となります。御苑利
用者の皆様方には大変ご不便をおかけいたします
が、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

京都御所の通年公開

公 開 日：�通年（事前申し込み不要）
 ただし、下記は休みとなります。
 月曜日（祝日の場合は翌日）
 年末年始（12月28日〜1月4日）
 行事等実施のため支障のある日
公開時間：12月〜2月/ 9：00〜16：00（入場は15：20まで）
入 場 門：�清所門
お問合せ：�宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

仙洞御所の参観拡充

事前申し込みに加えて当日受付も行われていま
す。参観当日の11時頃から先着順に整理券が配
布されます。（満員になり次第終了）
※本人確認ができる運転免許証等をお持ちください。
お問合せ：�宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め
ていただくための国の迎賓施設です。

公 開 日：�詳細は迎賓館のホームページでご確
認ください。

参観料金：�大人1,000〜1,500円　中高生500〜700円
お問合せ：�迎賓館京都事務所　☎075-223-2302

（自動音声案内）

京都御苑冬の自然教室

苑内のいろいろな生きものを幅広く観察する初
心者向けの自然観察会です。
日　時： 平成30年1月21日（日）　9：30〜12：00
受　付：�9：00〜9：20
集　合： 堺町御門（京都御苑南側、地下鉄丸太

町徒歩10分）

講　師：京都自然観察学習会の先生方
内　容： 冬の御苑の植物、キノコ、昆虫や野鳥

の生態を観察します。
参加費：100円（保険代）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
　　　　（一財）国民公園協会京都御苑
その他： 筆記用具、雨天時の準備、野外活動に

適した服装でご参加ください。ルーペ、
双眼鏡など観察用具があると便利です。

＊当日7：00時点で気象庁が大雨、暴風警報を発
令している場合や催行中でも天候急変等により
やむなく中止する場合があります。

12月 1月 2月 3月

11月〜2月

サザンカ〈児童公園付近〉

2月中旬〜3月中旬

ウメ〈梅林〉

2月〜4月

1月〜2月

ヤブツバキ〈近衛池周辺、母と子の森、白雲神社周辺〉

ロウバイ〈児童公園、出水の小川〉

御
苑
の
花
暦

アオバト

ロウバイ

トラツグミ

ヤブツバキ

アオジ

ウメ

イカル

サザンカ

御
苑
の
冬
の
鳥

清和院御門東駐車場　（乗用車専用）
入・出場　8：40〜20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面）　有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：�国民公園協会京都御苑


